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ESL　４つのエンジン

ESL概念構築と啓蒙

・ESLセミナーシリーズの開催

・ESLシンポジウムの開催

・雑誌・新聞・書籍出版

・Web　サイト構築

・ESL　ショップの構想

ハウジングプレタポルテ
ー供給面の研究ー
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住環境情報の研究
ー情報面の研究ー

・EMIT、センサーメディアなど住宅
を取り巻く情報化によってどのよう
なサービスやプロダクトが可能な
のか、ユーザーオリエンテッドの思
想からアイディア出しをおこなう。

ESLホーム
ー計画面の研究ー

・生涯学習、SOHO、知識社会など
の側面から新しい住モデルとなる
計画の研究を行なう。

・ESL資料集成の創造

・ESLホームの創造

ESL



期待される成果

●　不動産、設計、資材供給、施工者を繋ぐESLネットワークモデル
　　　事業の立ち上げ

　　　情報システムの規格化と共有をはかり、ユーザー・オリエンテッドな企画・設
　　　　計からの流通の仕組みを構築する。

　　　　例：ESLバザール

●　ESLモデル住宅の計画と設計

　　　ESLの概念をもとに具体的生活空間モデルを具現化する

●　業界・学会を横断するESL研究体制の形成

●　ESLレクチュアシリーズ

　　丸の内シティキャンパス（MCC）を活用して

　　社会人教育のための講座を設置し、

　　ESL研究成果の一般への還元と啓蒙を進める

MCC
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スケジュール（予定）
n１年目　２００２．９－２００３．８

　  ESL概念の構築、参加企業間の問題意識・情報共有　

　　ESL レクチャーシリーズ（MCC)　

　　ESLホームモデル（仮称）の設計と開発

　　ESLネットワークモデルの開発

n２年目　２００３．９－２００４．８

　  ESLホームモデル（仮称）実験棟の建設と検証

　　ESLネットワークモデルの実施

n３年目　２００４．９－２００５．８

　　ESLホームモデル実験棟での検証

      ESLタウン（群としての供給）への応用展開

      ESL Book の出版


